
令和８年２月２５日 

 

美深町議会議長 南   和 博  様 

 

総務住民常任委員会委員長 小 口 英 治  

 

所 管 事 務 調 査 報 告 

 

本委員会は、下記の事項について閉会中に所管事務調査を行ったので、会議規則第７７条

の規定により報告する。 

記 

 

調査日  

 令和８年２月１３日 

 

調査事項 

第６次総合計画の中間年における現状と課題 

 

調査内容 

 ① 前期５年間の検証 

 ② ローリングの状況 

 ③ 今後５年間の財政計画 

 

調査方法 

聞き取り 

 

① 前期５年間の検証 

 第６次総合計画（令和３年度から令和１２年度）に基づく５つの「基本目標」に関連する

事業は、全体で２９の施策から成り立っている。その中には「事務事業（１次評価）」として

１５９事業があり、さらに１次評価を大きくまとめた「主要施策（２次評価）」が８７施策あ

る。 

 事務事業の評価は主に副主幹や係長によって検証され、その結果をもとに主幹職が評価し、

主要施策の評価について主幹職及び課長職が評価を行っており、最終的には町民で構成され

た行政評価町民委員会により A 評価から D 評価までの４段階で評価されている。毎年実施さ

れている行政評価町民委員会では、概ね取り組みが進んでいると評価が得られている。 

計画に対する実施率は令和３年度～９５．４３％、令和４年度～９６．６６％、令和５年度

１００．１１％、令和６年度１０２．２３％になっている。 

（令和３年度から令和６年度までの計画値と実績値は別添資料とおり） 



 

② ローリングの状況 

 事務事業（１次評価）ごとに現状や課題、変更内容について各課へのヒヤリングを実施し、

次年度以降３年間のローリング作業を行っている。令和７年度は総合計画の中間年にあたる

ため、前期５年間の総括を行い内容の見直しや検討が必要な事業については、例年のローリ

ング作業に加えて後期計画５年間（令和８年度～令和１２年度）も併せてローリングを行っ

ている。 

 令和７年度の事務事業数は、１６２事業であり、事業変更が４４事業、新規事業が１事業

であった。 

 

③ 今後５年間の財政計画 

 毎年のローリングにおいて、国や道からの補助金や交付金などが見込まれる場合には、財

源の変更を行っている。令和８年度および令和９年度には、町民体育館アスベスト除去・耐

震工事、特別養護老人ホームの移転改築に伴う事業費の増加が見られ、これらの財源として

地方債（過疎債）を活用する計画となっている。 

（今後５年間の財政計画は別添資料のとおり） 

 

調査のまとめ 

 第６次総合計画の前期５年間の検証において、行政評価町民委員会の評価は、概ね取り組

みが進んでいると評価を得られている。事務事業（１次評価）ごとに現状や課題、変更内容

について各課へのヒヤリングを実施し、次年度以降３年間のローリング作業に加え、令和 7

年度が中間年であるため、後期 5 年間も併せてローリングが行われており、町民体育館修繕

工事や特別養護老人ホーム移転改築、廃棄物中間処理施設等の事業費の増加が見られ、令和

10 年度に建替え計画を予定していた役場庁舎は、令和 12 年度に先送りとなる見込であると

の説明を受けた。 

ローリング自体は計画を進める上で必要であり、重要ではあるが、物価高騰や人件費の上昇

など社会情勢が大きく変化している状況下では不確定な要素も多く、このような状況におい

ては、事業費の増減変化に対応するために国や道からの補助金、交付金などの取得に向けた

研究や情報の分析が今後ますます重要になってくると同時に、健全な財政規律に応じた施策

に期待する。 

 
  



資料１ 計画に対する実施率（計画／実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 今後５年間の財政計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


